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Comparison of Shin-shu (sect), Ji-shu (sect) and Yuzu 
Nembutu-shu (sect) on the Consecrative Ceremony of the 




Todai-ji temple, Shin-shu (sect), Ji-shu (sect), Yuzu Nembutsu-shu (sect)
Summary 
In this article, I will report on the consecrative ceremony of the Buddha Vairocana, 
which was viewed by ten thousand monks. The ceremony was housed at the 
Todi-ji temple in the Great Buddha Hal1.
At frst, I surveyed the overall flow of the Buddhist memorial service’s program 
and considered the various events on the list. Each of these events may overlap 
in content, but there are parts that compensate for each other’s shortcomings. I 
clarified and summarized the differences then arranged them accordingly. I also 
considered the meaning that each event had.
With the program in hand l thought, “It may be difficult to see the whole 
picture but if we can change our perspective a bit we may be able to understand 
it better.” So I did not examine the program in the traditional way, from top to 
bottom, but considered a random approach.
Next, when I compared the three sects; Shin-shu《真宗》, Ji-shu《時宗》, 
and Yuzu Nembutsu-shu《融通念仏宗》, Shin-shu took a more passive stance. In 
the last memorial service (1688) Kyoto City was magnificent but this time its 
neighbor Koriyama《郡山》City was also phenomenal. Big central temples is 
very active in Kyoto in contrast to Jodo-shu《浄土宗》. Comparing the previous 
ceremony with this ceremony, you could see the continuity between the present 
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priests and the monks. However, in this ceremony the differences could be seen 
in the events between East and West Honwgan-ji temple. In addition, it seemed 
that the East and West’s program followed the last memorial service which cre-
ated a good precedent.
The Buddhist sects were overwhelmed by the number of people this time as 
well, even though most of the sect were only in the two-digit range, the mass total 
came to 250. However, this total was off balanced by the Chion-in temple《知
恩院》and the Obaku《黄檗》monks, combined there were l70 to 200 members.
Also it was noteworthy that we were able to see the name of the Dojo《道
場》. In particular, the temple represents the foundation of the temple. It is well 
known that the existence of the Dojo is the common soil between Shin-shu and 
Ji-shu sects. In addition, the characteristics of the Buddhist sects are represented 
in the Turtle’s bell《亀鐘》and in the Yuzu Nembutsu. Ji-shu sect attended on the 
29th and on the 30th, two consecutive days. Furthermore, the Kuya《空也》statue 
of the Kuya-do temple《空也堂》was also present. Unfortunately, the image that 
Ji-shu and “Dancing Nembutsu《踊躍念仏》” go hand in hand was spoiled. Also the 
Yugyo《遊行》and Fujisawa sects《藤沢派》did not have the “Dancing Nembutsu” 
on their program. Only the Ryozen《霊山》and the Kuya sects performed it. The 
non-performances of “Dancing Nembutsu” might have been caused due to time 
constraints, but it is an important event.
In conclusion, we were able to compare sects, which was the main point of 
the ceremony, and collectively we were able to compare this memorial service 
with the last one.
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万遍知恩寺（皮肉な事に⑤では知恩院と記載されている）方丈上人（④北京百万返上人）出仕、京大坂門中長老平僧六十人・伴僧三十五人（④では平僧共八十人余 あ 。④の人数は大雑把かつ不正確である） 。拈香僧衆に尼崎如来院（①では如来寺）が見えるが、同院は行基開基の伝承を持つ。鎮西義ゆえの参詣かもしれ いが、東大寺大仏に結縁する十分な理由 存す 。また、同院には善光寺式阿弥陀如来三尊像がある。
十五日目（三月二十二日）は和州西大寺衆僧四 二人・伴僧 五人出仕。拈香僧衆に尾州名護屋・江戸など












































































































































































































































































ここまでをまとめると、 「河州大念佛宗大通上人」 「大念佛宗河内國融観大通上人」 「河内之本寺大念佛上人」
















































































































































































































































































































































































出仕している。即ち、鎮西義では知恩院（但し代僧。二百四十～三百人の大出仕。大坂の門中も別日に出仕） ・百万遍・黒谷（大坂の門中も別日に出仕） ・清浄華院（但し代僧） 、西山義も粟生・永観堂（両寺は方丈が並んで出座） 深草派誓願寺。なお、 『誓願寺文書の研究』 岩田書院、二〇一七年）に南都法要への言及は無い。
浄土系・真宗積極的な浄土宗に対して東西本願寺は、十六日目に史料①が「京都本願寺」 、④が「南都一向宗」 、翌十七日
目は①が「本願寺ノ門中和州郡山」 、②③ともに「郡山浄土真宗」と、それぞれ東西を弁別せず記載されている事が象徴しているように消極的で、おそらく本山からの出仕ではなかろう。今回も京都ではなく、近隣の郡山の出仕 目立つ。なお、⑥ 「佛光寺江州野洲郡西蓮寺了順」の名も見える（前述） 。当日の出仕は黒谷の大坂末寺であった。
前回と今回を比較すると、東本願寺派では「徳願寺専信専念寺祐円南蓮寺玄隆教行寺了伯」が年次近








座である。これに対抗でき のは、先の知恩院と黄檗宗の百七十～二百人くらいなもので 知恩院は 浄土宗鎮西派が徳川将軍家の依拠する宗派 あり、宮家を創設して貰ったというという謂わば近世寺院である。菩提寺である増上寺への対抗心もあったかもしれない。大念仏 と黄檗宗は紛れもな 近世の新参宗であり、この一大盛儀に並々ならぬ意欲をもって臨んだ事は、想像に難くない。前稿でも指摘したが、奈良は大念仏宗にとって金城湯池 もあり、新規参入組としての意気込みが感じられる。今回は出仕末寺の数 膨大すぎて、詳しい分析は割愛したが、注目すべき 前回の法要時と同様、誉号・空号が散見される 言 事と、道場名が見られる所である。
大念佛寺の日鑑（日次記録）は元禄十二年が最古と言うから（大阪市立博物館［編集］ 『融通念佛宗―その
歴史と遺宝―』融通念佛宗総本山大念佛寺、一九九一年） 、前回・今回の古記録は見当たらないと思わ る。なお、⑥に出る「真光院因懐貞松院寂道」は本山役者であろう。それに続く十二寺に 人名 伴って記載されているので、これらが中心寺院と考えられる。その中 さ 、誉号３・空号６ といった状態である。 「誉号融通」 ・ 「空号融通」との呼称を与えても良いかもしれない。
この内、地域名が明記されていないので、判断が難しい寺院もあるが、 「河内六別時」と称される有力寺院
を挙げてみると、喜連法明寺（下別時） ・丹南来迎寺（十箇郷別時） ・錦部極楽寺（錦部別時） ・平野良明寺
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あと一つは尾張円福寺）の名が見え ものの、本寺の京都四条金蓮寺は出仕してい い。 た、史料⑥に国阿派本山の双林寺が見える。
この国阿派本寺の双林寺については 先に引用した『時宗寺院明細帳』８所収『時宗書類』では「国阿派本


















道場と呼ばれたと云う（ 『空也上人絵詞伝』 。 「空也堂文書」中の「時宗















坊・南坊とあり、順は違えど、 『都名所図会』と一致する。史料 には、松洞 空忍・西峯庵空甫 和泉坊空阿弥・正徳菴・寿松庵・正覚庵・法寿庵・本柳庵・徳性庵・理清 南之坊
・
昌庵・東之坊、と出ており、塔














































































3）平岡定海「江戸時代における 殿の再興 ついて―勧修寺蔵「大仏殿再興発願以来諸興隆略記」を中心として―」 （ 「南都佛教」
24号、一九七〇年） 。
（
4）佛書刊行會［編纂］ 『大日本佛教全書』一二一巻「東大寺叢書」一（大日本佛教全書刊行會、一九一五年。復刻一九七八年、第一書房） 。なお、掲載書の目次には「草本」の文字は無く、 「庸性撰」とあるが、本文末尾には「元祿五壬申年四月日／法事奉行／金殊院庸性／地藏院淨性」とある。
（















































































































   































   






   
專寺學侶 四ケ法用勤仕 法華千部経 / 東大寺学侶

















   
同學侶出仕 講讀作法有之 法華千部経 / 東大寺学侶







   





















   
   




招提寺律僧 30 人出仕 法華千部経 / 招提寺出仕













詣不多 / 法華千部経 / 午
時過ﾆ雨晴ﾚ鼻高山霊山寺





















② 3.09 法華千部經開闢 永福寺十輪院
等ﾉ眞言宗衆僧 30 人。
拈香僧衆 豐前正覺寺 越中龍谷
寺 同幸松守（寺） 勢州天然寺 攝
州方廣寺 播州西岸寺 播州願入
寺 豐前廣壽山 紀州金剛峯寺
法華千部經開闢 永福寺 ･ 十輪
院等、真言宗衆僧勤之。導師 ･
公慶上人 行列如初日 衆僧東經
堂着床 上人出仕 ･ 退出 ･ 登高
座 ･ 下高座共有音樂。
拈香僧衆 豊州正覚寺 越州龍谷
寺 越州幸松寺 勢州天然寺 摂州
方廣寺 播州西岸寺 播州願入寺 
豊州廣壽寺 紀州金剛峯寺
法華千部經開闢 永福寺十輪院
等ﾉ眞言宗勤之 導師公慶上人   































































定院出仕 門中衆僧 110 人 伴僧
130 人。
拈香僧衆 山城長光寺 同念佛寺 
同瑞泉寺 江州良疇寺 同安養寺 
泉州阿弥陀寺
法華千部經。京都知恩院代僧 












圓通寺 同正泉寺 同江國寺 京都
鹿谷法然院
法華千部經。招提寺出仕 衆僧
36 人 伴僧 10 人。
拈香僧衆 和州童福寺 備中華光
寺 同玉寿寺 同禅興寺 武州上品
寺 加州紹陽寺 同栄岩寺 武州大
松寺 大坂円通院 洛東法然院 大
坂正泉寺 同江國寺
法華千部經。招提寺出仕 衆僧
36 人 伴僧 10 人
⑩ 3.17 法華千部經。和州鼻高山靈山寺



























法隆寺學侶 20 口出仕 法華千部経 / 法隆寺出仕














仕 門中長老平僧 35 人伴
僧 30 人 / 参詣人数万
  




   
 
專寺學侶老若出仕 法華千部経 / 東大寺学侶
出仕 / 華厳宗論義 / 参詣
人多ｼ
  
   
 
 
   










人伴僧 35 人 / 参詣数万人
  
  







   





西大寺出仕 律僧 60 人 法華千部経 / 西大寺出仕












   
   
 
  
   
    
  
   
  





    
  
  
    






僧 8 人伴僧 7 人ﾅﾘ 先ﾂ散
華行道 次ﾆ東ﾉ経堂ﾆ着座 
次ﾆ理趣経 次四智讃 次釈
迦宝号 次廻向 次退散 行
列同ｼ霊山寺ﾆ /
巳ﾉ尅東本願寺門中出仕 衆
僧 14 人伴僧 10 人 先伽陀 
次ﾆ拈香 次ﾆ阿弥陀経 次ﾆ
念仏 次ﾆ退出 行列同上 /
午ﾉ尅西本願寺門中出仕 衆
僧 17 人伴僧 12 人 先拈香 
次ﾆ着座 次三誓偈 次ﾆ念仏 





同 法敬寺 / 同 永泉寺 /
同 応現寺
同 青銅三百疋 教行寺 /
南蓮寺 / 徳願寺 / 専念寺
出仕（中略）同 青銅五十
疋 南都正覚寺
同 青銅百疋 同 浄教寺















知秀 伴僧 7 人
 
   
  
 
   
   
  







   
   





老 平僧 84 人 伴僧 /
未尅郡山浄土真宗 衆僧 13
人伴僧 11 人 / 先拈香 次
ﾆ着座 次ﾆ阿弥陀経 次ﾆ念














同 同 誓伝寺/同 同 教誓寺
/ 同 同 円照寺 / 同 同 法成
寺/同 同 教念寺/同 同 妙
応寺/同 同 正光寺
寓郡山西本願寺末派 光慶
























20 人 伴僧 25 人
⑫ 3.19 法華千部經。京都黑谷金戒光明
寺方丈通譽上人幷門中長老。平



























長老平僧 60 人伴僧 35 人出仕
拈香僧衆 攝州兵庫安養寺 同尼
崎如來寺 同法園院 大阪久松寺 
甲州正覺寺 同清泰寺
法華千部經。京都百万遍知恩寺
方丈玄誉上人出仕 京門中 ･ 大坂
門中 長老 平僧 60 人 伴僧 35 人。





長老平僧 60 人 伴僧 35 人
 
⑮ 3.22 法華千部經。和州西大寺ノ衆僧
42 人伴僧 15 人出仕
拈香僧衆 泉州堺常樂寺 播州龍野
寶幡寺 尾州名護屋含笑寺 同永安





42 人 伴僧 15 人。
拈香僧衆 泉州常樂寺 播州宝幡
寺 尾州含笑寺 尾州永安寺 同竜








叡福寺ﾉ衆僧 8 人伴僧 7 人出仕 
巳ﾉ刻京都本願寺ﾉ門中衆僧 31
人伴僧 22 人出仕。先拈香 次東







子叡福寺出仕 衆僧 8 人 伴僧 7
人。
巳刻 東本願寺門中出仕 衆僧 14
人 伴僧 10 人。従中門入 先伽陀 
次拈香 次阿弥陀經 次念佛 次退
出 行列同上。
午刻 西本願寺門下出仕 衆僧 17
人 伴僧 12 人。従中門入 先拈香 
次着座 次三誓偈 次念佛 次行道 
次廻向 次退出 行列同上。
拈香僧衆 河州叡福寺 京長講堂 
和州千光寺 摂州西明寺 摂州正
覚寺 同極楽寺 上州西光寺 備州
誓願寺 城州教弘寺
法華千部經。辰刻 河内國上太
子叡福寺出仕 衆僧 8 人 伴僧 7
人。
巳刻 東本願寺門中出仕 衆僧 14
人 伴僧 10 人 先伽陀 次拈香 次
阿彌陀經 次念佛 次退出。
午刻 西本願寺門下出仕 衆僧 17
人 伴僧 12 人 先拈香 次着座 次























   



















僧 13 人伴僧 11 人出仕。先拈香 





恩院門中出仕 衆僧 長老 平僧
84 人。
未刻 郡山浄土真宗 衆僧 13 人 
伴僧 11。従中門入 先拈香 次着







未刻 郡山淨土眞宗 衆僧 13 人 
伴僧 11 人 先拈香 次着座 次阿



















    
    
    
  
 





























   
   
     
   










   
    
     
黄檗山唐僧 2 人 其外長老













向偈 次ﾆ退出 / 行列仕丁
提炉和尚大衆同士磬木魚










































   
 
  











州尼崎 甘露寺寂誉 伴僧 2
人 常楽寺俊了 善通寺重





   








   
   
  









   
    














僧 250 人余 先本尊并亀鐘
等持之 次上人登高座拈香 
次衆僧惣礼 次上人下高座
坐曲彔 次讃鉢 次十重禁 
次大行道 次釈迦宝号 次
融通念仏 次廻向 次十念 
次退出 行列如西本願寺
和州神野寺出仕近郷真言













宗純 大念寺文呈 興善寺廓誉 
光明寺感空 大念寺見空 西光
寺岻空 円融寺団誉 安養寺信







    
    






   
   
    
   
   




菩提山寺 25 人出仕 法華千部経 / 菩提山正暦


















北京浄慶院 28 人出仕 法華千部経 / 北京清浄華
院代僧極楽寺本誉上人出




























多三称 次念光明真言 次遶佛 釈迦
宝号 次大衆朝上 次唱廻向偈 次退
出。行列 仕丁 提爐 和尚 大衆 導
師 磬 ･ 木魚等役人 侍者 伴僧等。










迦寶號 次大衆朝上 次唱廻向偈 
次退出。行列 仕丁 提爐 和尚 

























































衆僧 64 人。供養導師 興福寺別
當一乗院真敬二品法親王。
拈香僧衆 和州釜口山 加州貞昌




王 興福寺學侶 64 人 從僧 20 人







長老平僧伴僧 250 人出仕 先ﾂ本
尊龜鐘佛前ﾆ置之 次上人登高座
拈香 次衆僧惣禮 次上人下高座
坐曲彔 次讚鉢 次十重禁 次大行
道奏樂 次釋迦寶號 次融通念佛 
次廻向 次十念 次退出奏樂。
未刻和州神野寺近郷ﾉ眞言宗 30





老 平僧 伴僧 250 人余。従中門
入有音樂 先本尊并亀鐘等持之 
次上人登高座 拈香 次衆僧惣礼 
次上人下高座 坐曲彔 次讃鉢 次
十重禁 次大行道有音樂 次釈迦
宝号 次融通念佛 次廻向 次十念 
次退出有音樂 行列如西本願寺。
和州神野寺出仕 近郷真言宗 30





長老平僧伴僧 250 人餘 先本尊
竝龜鐘等持之 次上人登高座 拈
香 次衆僧惣禮 次上人下高座 坐
曲彔 次讃鉢 次十重禁 次大行道 
次釋迦寶號 次融通念佛 次廻向 
次十念 次退出。
和州神野寺出仕 近卿［郷］眞










   
  










   
  
  








寺 平等寺 藥王寺 觀音寺 藥師
寺 法樂寺 不動院 專行院 安養





衆僧 26 人 伴僧 15 人。
拈香僧衆 和州平等寺 泉州引接
寺 京都妙蓮院 和州佛成寺 同正
覺寺 同長福寺 同平等寺 同薬王
寺 同観音寺 同薬師寺 同法樂寺 
同不動院 同専行院 同安養寺 同
教安寺 同本誓寺 備州大福寺 作
州重願寺 泉州菩提寺 京泰産寺 
洛陽大恩寺 播州光明寺
法華千部經。菩提山正曆寺出仕 











30 人 伴僧 28 人。
拈香僧衆 相州阿弥陀寺 能州海





















































85 人従僧 30 人
未ﾉ尅忍辱山円成寺出仕 





   
  
 
   
   















































   
  
  



















玄固 桃瑞 義明 侍者 5 人











   
  






   
   
  
    
 
  




   
   
  
    
   











人 伴僧 13 人 先ﾂ釈迦念
仏三返 次ﾆ日中讃 次ﾆ居





供衆出仕 衆僧 17 人
参詣人多ｼ
出仕青銅二百疋 京 霊山
同 同 百疋 同 丸山
 同 五十疋 長楽寺






























㉔ 4.01 法華千部經。拈香僧衆 江戸福聚
寺 城州岩舟寺 作州誕生寺 城州
觀音寺 備前岡山瓶井山安住院 和
州信 [ 法 ] 貴寺 同釜口山久保院
雨天。法華千部經。拈香僧衆 京
西山光明寺 武州福聚寺 城州岩舟









門中長老平僧 85 人。伴僧 30 人。
出仕。
未ﾉ刻和州忍辱山圓城寺ﾉ衆僧








兩門中 長老 平僧85人 伴僧30人。
未刻 忍辱山円成寺出仕 衆僧 19








兩門中長老平僧 85 人 從僧 30
人。
未刻 忍辱山圓成寺出仕 衆僧 19
















中 長老 平僧 45 人 侍者 15 人。
拈香僧衆 京清光寺 和州萬福寺 





































53 人。伴僧 10 人出仕。
午刻和州藥師寺ﾉ衆僧 13 人出
仕。





戒光明寺派出仕 長老 平僧 53 人 
侍者 10 人。
午刻 薬師寺出仕 衆僧 13 人。
拈香僧衆 相州阿弥陀寺 洛東光




戒光明寺派出仕 長老平僧 53 人 
侍者 10 人。







   




幷寺下ﾉ衆僧 14 人。伴僧 13 人。
出仕。 先各佛前立列 次釋迦寶









院 和州松尾寺 京曉蓮社 京淨住
寺 城州黄檗法林院 京泉涌寺雲




法寺 ･ 圓山安養寺 ･ 東山長樂寺
并寺下出仕 衆僧 14 人 伴僧 13
人。従中門入有音樂 先釈迦念
佛三遍 次日中讃 次居讃 次踊躍
念佛 次和讃 次廻向 次退散有音
樂。行列 仕丁 禅門栢葉御判國









法寺 圓山安養寺 東山長樂寺 竝
寺下出仕 衆僧 14 人 伴僧 13 人 
先釋迦念佛三返 次日中讃 次居
讃 次踊躍念佛 次和讃 次廻向 
次退散 行列 仕丁 禪門栢葉御判
國阿上人杖木履 素襖小結 白丁 
傘持。
午刻 和州郡山西福院御影供衆












    




























   
  















   








   
   
  
   



















衆僧 16 人侍者 5 人 先伽

































子 1 人 和泉坊空阿弥 戴
髪弟子 1 人 正徳菴 寿松
庵 弟子 1 人 正覚庵 法寿








   
   
  
   
  















同 青銅三千疋 和州 聖
同 青銅千疋 泉州 聖
同 青銅二千四百疋 河州 
聖
同 青銅千五百疋 摂州 聖
同 青銅六百疋 城州 聖


























出仕僧 凡 2070 人余
拈香僧 凡 876 人余
参詣受斎僧 凡 2650 人余
無縁受斎僧 凡 7200 人余
僧数都合 凡 12899 人
俗数都合 凡 205303 人
僧俗受斎都合 凡 218202 人
毎日働 僧 凡 200 人余
 俗 凡 450 人余
毎日法華読誦ﾉ僧或 50 人
或 100 人 出仕ｼﾃ受斎
僧合 8851 人 俗合 209378 人 僧合 4206 人
俗合 16183 人











衆僧 16 人。伴僧 5 人出仕。先



















巳刻 遊行上人代僧法國寺 ･ 藤
澤上人代僧金光寺出仕 衆僧 16
人 侍者 5 人。従中門入 先伽陀 
次晨朝偈 次三念佛 次廻向 次退
散。行列同霊山正法寺。
午刻 法華経 ･ 千部經結願。
未刻 京都極樂寺松洞庵出仕 随
僧并戴髪門派 15 人。従中門入 
先和讃 次踊躍念佛於壇下勤之 
二臈到壇上 拈香。空也上人鹿
角柱杖 ･ 鉦鞁 ･ 縁起 女院御所
所贈袈裟。行列之先持之。
拈香僧衆 摂州超泉寺 勢州樹敬
寺 播州浄土寺 雄徳山瀧本坊 摂
州專念寺 同玉輪院 和州松尾寺 
京暁蓮社 洛西浄住寺 黄檗法林
院 京泉涌寺雲龍院 八幡山松坊 
同新坊 京福寿院 和州神宮寺 同
良峰寺 京黒谷養親院
巳刻 遊行上人代僧法國寺 藤澤
上人代僧金光寺出仕 衆僧 16 人 





































   
    
  




結願 華厳會法式 結願導師 尊勝
院兼安井門跡道恕僧正。
巳刻 當寺学侶 ･ 堂衆 ･ 末寺出
仕 公慶上人退出。
申刻 五幾内聖 62 人於佛前焼香。
先阿弥陀經 次念佛 次行道一匝 
次退散。
拈香僧衆 京聖徳寺 紀州遍照寺 
城州無量院 紀州高野山 播州善
導寺 但州善谷寺 京黒谷将法院 
同安中院 和州信貴山 江州大池




辰刻 當寺學侶堂衆末寺 45 人出
仕。
申刻 五畿内之聖 62 人 於佛前拈




   
   
   
   
   
   
受齋僧合 12899 人。
受齋俗合 205300 人。
31 日之間出仕僧 凡 2070 人余 
拈香僧 凡 876 人
参詣受斎僧 凡 2650 人余
无縁受斎僧 凡 7200 人余
受斎俗 凡 205303 人
此内 僧衆 僮僕有之。
受斎僧俗都合 凡 218202 人
毎日法華千部僧 或 50 人 或 100
人出仕 受斎
毎日働僧 凡 200 人
毎日働俗 凡 450 人。
南都并近郷醫師 60 人余 於大佛
殿邊供養之内 病人令療畢。
31 日之内 病人 950 人余各無事。
31 日之間
出仕僧 凡 2070 人餘
拈香僧 凡 876 人
參詣受齋僧 凡 2650 人餘
無緣受齋僧 凡 7200 人餘
僧數都合 凡 12899 人
俗數都合 凡 205303 人
僧俗受齋都合凡 218202 人
每日働 僧 凡 200 人餘 
 俗 凡 450 人餘















    
 
   
